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PS心51醐2 友性気日選に擁する検討
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限的と方法}自熱気鞠の多くは若年男性に発症し，女性;では比較的まれとさ

れている‘また，女性気胞においては，男性に比べて鋭発性気胸の可能性を

考離する必婆があるとされている.今鶴我々は.2002年lJ1から2006年11月

までに当事tにて入院，加療を施行した女性気腕窓側に関して，議床的に検討
した{結集}対象となった痘倒は26症例で，間鰐認における気胸症部会体に

おめる欝合は11.4%だった.平均年齢は32.3畿で，体重芝に践しては平均身長

157cm.平均体重<W.8Kg.BMI'ま平均18.8と，痩せ裂の症例が多く見られた
左右Bりではおお症鍔，友11接部で. ~河鰭j埼時発症の療関iま認めなかった.きま
礎挨患を宥する盆稀は81選倒 (3立8%)みられた.入接持の発症関数に関して
は金初発が18症倒，蒋発がS接鱒で，そのうち鋳後符発症慨は5症例だヮた

この51i併のうち.基礎挨患を有するのは4慈倒だった. {結檎}女性筑腕でも
男性問機;こ鏡せ裂の若年者で自熱気韓として発fをする割合が高いが，続発性

気締室長憐も少なからず認めるため，治療に際してはこういった点、に傑して十

分穏3まする必繋があると患われた.


	0048

